
3 業色票 (改 正版 )に よる水 硝 の栄養診断 (予 報 )

1 背 景と特徴

権苗機械移値戒増における期待生育、窒素吸収については、普及上の参考事項として発表してあ

ろが、その際、残された問題点の一つとして、 閲 場における商易栄養診断技術の確立」を掲げた。

葉色は業の窒素含有率と密接な関係があることはよ(知られており、以前から葉色帳等による栄

養診断は試みられてきたものの、葉色数が多かったり、適当な色相がなぃ等の、利用上、不使な点

があった。そして、現場では主観的な観察、判断により追肥時期、量が決められている。最近、葉

色数が整埋され、業色票も大きくなり、現場で禾U用しやすじ葉色票が市収された。本年.こ の葉色

票を用い、葉色と栗身窒素濃度、葉韓染色率の関係を険討したところ、実用性がS~iい結果が得られ

たので参考に供する々

2 技 術内容

楽 色 票 番 号 明 匿 / 彩 度 推 定業 身 N 渡 匿
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(1)幼 酒形成期における葉色 と栗身墾素膜度の関係は朋ね上記の通 りと思われる。 て権苗 サ サニ

シキ )

(2)5GYの 葉色の場合は追肥が必要となり、6.25C Yの葉等の場合は追肥時期力運らせるか量を

滅らす等の配慮が必要である。

3 指 導上の留意点

(1)単 年度、かつ、低温、か照条件下で生育した柄から得られた結果であるので、更に検討を加えて

吟味する。

像)柴 色は幼穂形成期の上から数えて3番 目と4番 目の葉身の先 端から1/3付 近で判定する。

判定の際は直射日光をさけて自然光下で、比色する葉片と観察方向が45° になるようにして比

色する。

(3)土 壊条件、遮光、壁酸多施等により栗色は幾分変動するので、判定は同一条件で比較すること合

14)安 定収量を十専るためには、葉色のみならず、期待生育、乾物重などの面からも検討を力「えるこ

と。
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試験成績の概要                                、

供試圃場  県 南分場 作 況試験、B巴効試験圃場          .

供試品種  サ サニシキ て稚苗 )

彩取月日  51年 7月 20日

調査方法

葉色調査   上 から数えて '番 目と4番 目の葉身の全長の 1/3付 近 (先端方向か ら )で

判定

葉鞘換色率 葉身を切 り離 した葉贈を上から縦裂し、ヨ
ード・ヨードカリ液 (10.1夕 、

K10.5夕 /100π″H20)で 10分 間染色

業身N%  硫 酸分解法、セミミクロ蒸留法

主要成果の具体的データー

(1)新 旧葉色票の相違点
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(掛 東 色と薬身窒素濃度ぉ葉総染色率
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151 業色票と葉身N濃 援
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残された問題点

(1)年 次変動による葉色の変動の検討

2)土 壊条件、施肥条件による葉色の変動の僚討

(3)他 晶憧での検討

4 水 国 にお け る稲 わ ら遠 元技 術

1 背 景と特徴

近年あ 機 械化稲作進展に伴いぉ稲わら利用発憩も異なり、水日の稲わら還元も年 増々加 して
い

る。しかし、柄わら施用による異常還元、窒素倒L餓、生育阻害等いくつかの問題が指摘されてきた。

そこで水稲機械化に伴 う柄わらの還元技術について、寒冷地水田の地力増強と稲作安定化試験 (3

ケ年 )の主なる成果について指導上の参考に供する。

2 技 術内容

(1)土 壊条件の差異による分解過程と分解促進の技術効果

稲わらの春施用は温度上昇に伴い急激に分解 し、水稲の生育阻書が著 しく、初期における分解

ピークを解消することが重要である `第 1図 )。 したがっても秋散布 、秋鋤込みにより、その分

解率を 30～ 40%に することが必要である。土壊条件では、乾日は秋鋤込み、湿日では秋散布

の効果が高い。また、石灰全素十改良資材の併用によりさらに分解が促進される(第 2・ 3囲 )。

像)稲 わら施用による土壊動態 と養分吸収阻害

水日の稲わら遇元による水稲の生育、斎よび養分吸収の阻害は、初期のN、 P205 の 合有率

の低下激gき 、とくに高温時ほ ど地下部が阻害を受け吸収阻害が大となる。上壊タイプでは、火

山灰土壊で初期のN吸 収阻害は少ないが、黄褐色、グライ土壊では初期のN吸 収阻害が大きい。

稲わら施用による土壊の選元化の程度は、火山灰土壊では退元の進行は緩慢でかつ樫度も低いぃ

ろ
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